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１　令和４年度個性ある区づくり推進費 執行総括表 （単位：円）

２　令和４年度個性ある区づくり推進費執行内訳
(1) 自主企画事業費 施策分野別執行実績 （単位：円）

〇保土ケ谷区地域防犯力向上事業にお
ける契約残に伴う消耗品費の減他

（1,113,875）
○はぐくみプロジェクトにおける申請数減

に伴う補助金の減他（1,189,483）

5,156,115

現計予算額

559,993,885

41,618,677

96,035,293

決算額 　　差引の主な理由差引

5,023,707

650,323

697,647,855 10,830,145

〇老人福祉センターの浴室休止に伴う指
定管理料返還による減（5,441,859）

〇広報よこはま発行事業における、印刷
部数減による印刷製本費の残及び入札

残による委託費の残（634,652）

19,566,195 2,844,805

【「利用しやすい区役所」推進事業】
(15ページ)

消防局あと床利用に向けたレイアウト検討や区庁
舎・区民利用施設の環境改善の実施

△ 6,620,407

【災害対策推進事業】（２ページ）
地域における自助・共助推進のための啓発活動や区
災害対策本部、地域防災拠点等の機能強化の実施

3,967,124

【暮らしの衛生サポート】（３ページ）
生活衛生に関する情報や知識について啓発を行い、
安全・安心な食と生活環境づくりを支援

2,006,275

【星川駅周辺の魅力づくり事業】（12ページ）
星川駅周辺の魅力向上のため、星天フェア2022の開
催などまちの魅力発掘・発信の取組を実施

2,825,910
【歴史浪漫ほどがや事業】（12ページ）
旧東海道の宿場町に代表される保土ケ谷ならではの
歴史的魅力を生かしたまちづくりを推進

【ほどがや元気づくり事業】（６ページ）
運動不足がちな「働き・子育て世代」の区民に向け
た健康に関する情報提供やきっかけづくりの実施

96,035,293

５　信頼される区役所づくり

施 策 分 野

２　誰もが健やかに暮らせる環境づ
くり

20,751,725

４　魅力あるまちづくり 19,485,000 16,659,090

14,522,407

28,503,000

5,023,707

区庁舎・区民利用施管理費

合計

主な事業・主な取組

【区制100周年に向けた地域活動ブースター事業】
（８ページ）
令和９年度の区制100周年に向けて、区の魅力の創
出や機運醸成のための事業を実施

【地域見守り推進事業】（11ページ）
地域での緩やかで継続的な見守り（あんしん訪問事
業）及び民生委員・児童委員の負担軽減（協力員制
度）の実施

【地域が見守る子どもたちの放課後事業】
（５ページ）
放課後キッズクラブなどに対して、学習アドバイ
ザーや地域の大人が子どもたちの放課後の充実に向
けた支援を実施

24,535,876

101,059,000

３　つながり・支えあいの推進

22,411,000

合計

予算額 決算額 差引

7,902,000

区分

自主企画事業費
（39事業）

101,059,000

１　暮らしの安全・安心の確保 22,758,000

統合事務事業費

681,896,000

538,568,000

42,269,000

708,478,000

565,150,000

42,269,000

101,059,000

予算額
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(2) 自主企画事業費 事業別執行実績 

（単位：円） 

Ⅰ 暮らしの安全・安心の確保 【２０，７５１，７２５円】 

誰もが安全に安心して暮らせるよう、区本部体制及び関係機関との連携の強化、地域防災力の向上など、

災害対策を推進します。また、交通安全対策、地域防犯力の向上、感染症対策、食の安全などに取り組み

ます。 

事 業 名 事 業 内 容 

１ ほどがやカーボンニュ

ートラル推進事業 

 

《区政推進課》 

【予算：318,000】 

【決算：258,579】 

 

横浜市地球温暖化対策実行計画に掲げた温実効果ガスの削減目標を達成

するため、区民一人ひとりが地球温暖化防止行動に取り組む支援をしまし

た。 

１ 温暖化防止や脱炭素に係る啓発等の実施 

（1）「SDGs」をテーマに小学生とその親を対象と 

したイベント「なぞ解き！ほどがやアドベン 

チャー２」（７～９月、参加人数：603名） 

（2）広報よこはまでの啓発（11～３月） 

 

 

 

２ 災害対策推進事業 

（20万区民の自助・共助

による減災運動） 

 

《総務課》 

【予算：12,560,000】 

【決算：12,386,253】 

安全・安心に暮らすことができる保土ケ谷区の実現のため、地域防災力や

危機管理体制の強化を図りました。 

１ 地域防災力の強化・地域防災の担い手育成 

(1) 在宅避難の啓発として減災運動推進大会 

（講演会）の開催（２月、197人参加） 

(2) 小学４年生向けに「がやっこレスキュー  

隊 Jr.検定」の実施（９～２月、18校 1,331  

人受検） 

(3) 地域の防災活動をまとめた事例集の配布 

   （１～２月） 

(4) 地域防災拠点防災倉庫の追加設置（３月、  

３校設置） 

２ 危機管理体制の強化 

 警察や消防など関係機関との協定等に 

基づく体制強化の実施（通年、協定２件締結） 

 

３ 保土ケ谷区地域防犯力

向上事業 

 

《地域振興課》 

【予算：5,615,000】 

【決算：4,501,125】 

警察、地域、関係団体と連携して地域の防犯力を向上することで、街頭犯

罪を防止し、安心・安全・快適なまちづくりを推進しました。 

１ 地域防犯力の向上 

(1) 帷子番所（空き店舗を活用した 

防犯商店街）の活動支援（通年） 

(2) 防犯物品の配布や防犯コンクール 

の開催による防犯啓発（通年） 

(3) こども 110番あんしんの家支援（通年） 

２ 防犯センターの運営（通年） 

 防犯川柳コンクールポスター 

イベント台紙 

減災運動推進大会チラシ 
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【差引の主な理由】 

・新型コロナの影響による帷子番所の開所日数減少に伴う補助金の戻入 

・防犯物品の見積合わせによる物品単価の減 

 

４ 交通安全対策事業 

 

《地域振興課》 

【予算：3,340,000】 

【決算：2,969,752】 

 

交通安全運動や交通安全教育を実施し、交通事故の防止を推進しました。ま

た、駅周辺の自転車等放置防止のため、「自転車等放置防止監視員」を配置

して利用者に啓発しました。（通年） 

１ 交通安全教育・啓発 

 (1) はまっ子交通安全教室の実施 

（区内 18 校中 16校） 

(2) 三世代交通安全教室の実施（12月） 

２ 交通安全対策 

 (1) 電柱巻標示や路面標示の設置（通年） 

 (2) スクールゾーン対策協議会の開催 

（通年） 

３ 自転車等放置対策 

    自転車等放置防止監視員による啓発（通年） 

 

５ 暮らしの衛生サポート

事業 

 

《生活衛生課》 

【予算：925,000】 

【決算：636,016】 

生活衛生に関する最新情報や正しい知識についてわかりやすく啓発し、

区民の安全・安心な食と生活環境づくりを支援しました。 

Ⅰ 暮らしの衛生サポート 

(1) 飲食店や区民への食中毒予防啓発 

の実施（通年）・食中毒予防ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

（10月） 

(2) 食中毒予防啓発物品の配布（６月～） 

(3) 犬・猫の飼い主に向けた適正飼育に 

関する情報の発信（通年） 

(4) 災害時ペット対策物品      

（一時飼育場所開設キット）の作成・配布（３拠点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はまっ子交通安全教室のようす 

食中毒予防ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 
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Ⅱ 誰もが健やかに暮らせるまちづくり 【１９，５６６，１９５円】 

誰もが住み慣れたまちでいきいきと健康に暮らせるよう、地域における様々な団体と協働しながら、子

育てしやすい環境づくり、生活習慣病予防、介護予防などに取り組みます。また、スポーツを通じた健康

づくりを推進します。 

事 業 名 事 業 内 容 

６ スポーツの街ほどがや

推進事業 

 

《地域振興課》 

【予算：3,034,000】 

【決算：3,562,081】 

スポーツ推進委員や区スポーツ協会と協力して、年齢・性別問わず区民

の誰もがスポーツに親しみ、交流できる環境づくりを推進しました。子ど

もから大人まで幅広い年代が参加できる大会の実施をとおして、区民の健

康を維持し、スポーツへの関心を高めました。また、保土ケ谷区をホーム

タウンとして活動する唯一のプロスポーツチームである横浜 FCとの協働

を通じ、スポーツをとおした区民の暮らしの充実やまちの活性化を図りま

した。 

１ 地域におけるスポーツ推進 

(1)  少年少女球技大会（７月）参加

者 343人 

(2) グランドゴルフ決勝大会 

（11月）参加者 114人 

(3) かるがもファミリーマラソン大会   

 （２月）参加：679人 

２ プロスポーツチームとの連携      

横浜 FC ほどがや区民ＤＡＹ（６月） 

  来場者数 9,100 人   

                                   

７ がやっこ育成事業 

 

《地域振興課》 

【予算：2,260,000】 

【決算：1,952,771】 

横浜国立大学との連携事業や区内の貴重な水田を使用した事業など、地

域の資産を活用した子ども向け事業を実施することで、未来を担う青少年

が健やかに成長できる地域環境の実現を図りました。また、事業を通じて区

民の世代間交流の場をつくり、地域の新たな担い手として活躍していただ

くきっかけを作りました。 

１ みんなで育むがやっこ事業（通年） 

 (1) 教員志望の国大生を区内市立小学校へ派遣 延べ 24回 

 (2) 国大生の企画・運営による小学生を対象とした体験学習の実施 

   全６回、48人参加 

 (3) 国大の先生による小中学生を対象 

とした科学教室の実施  

20回実施、 258人参加 

２ ほどがや☆元気村（通年） 

  年間を通した小学生向け農業体験を区

民で構成した実行委員会（ボランティア）

に委託して実施 

  全 22回、延べ約 900人参加 

３ 子ども会育成者研修（区子ども会育成連絡協議会への補助）（通年） 

    子ども向け宿泊体験学習や成人研修会等を通し、地域において青少年

を健全に育成する活動に関わる人材の育成を支援 

 

ほどがや☆元気村 田植えの様子 

横浜 FCほどがや区民ＤＡＹ 
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８ 地域が見守る子どもた

ちの放課後事業 

 

《こども家庭支援課》 

【予算：1,040,000】 

【決算：533,370】 

放課後を地域が子どもを見守り・育む場ととらえ、地域の方々と様々な形

で関わることで、子どもたちの社会性やコミュニケーション力の成長の一

助としました。また、地域と子どもたちが関わることで地域とつながりを持

ち、育った街に対する愛着の形成を促しました。 

１ 放課後児童健全育成事業者と地域の活動支援 

（学習支援事業を 11施設で実施、 

延べ 211回、2,559人参加） 

２ ネットワーク会議の開催（７、11、２月） 

３ 放課後児童健全育成事業者職員研修の開催 

 

 

９ ほどがや happy子育て

～妊娠期からの安心サ

ポート～ 

 

 

《こども家庭支援課》 

【予算：4,960,000】 

【決算：4,528,920】 

地域で孤立しない育児ができるように、人とつながる子育てを支援して

いくため、「安心して子育てできるまち保土ケ谷」として、妊娠期からトー

タルで子育てをサポートする事業を実施しました。なお、実施に当たって

は、各地区の特徴を生かし、地域の多世代の方々や子育て関係機関と連携し

ながら進めました。 

１ 地域と連携した子育て支援 

(1)  地域赤ちゃん教室の開催 

（14会場 154回実施 延べ 1,107人参加）     

(2)  こどもの発達や育児に関する資料の翻訳の実 

施（３月） 

(3)  乳幼児健診来庁者に対し、地域の子育て支援者 

による事故防止等の情報提供を実施（通年 72 回実施） 

(4)  ほめ方・しかり方フォローアップ研修の開催（５月 15人参加） 

(5)  地域子育て支援連絡会の開催 

（全体会：３月 122人参加、地区別連絡会：７地区 延べ 390人参加） 

(6)  ほどがやこどもニコニコフェスタの開催 

（11月に７地区で開催 延べ 184人参加） 
(7)  子育てアンケートの実施（10～３月実施） 
 

10 ほどがや happy子育て

～保育所による妊娠

期・未就学児支援事業

～ 

 

《こども家庭支援課》 

【予算：911,000】 

【決算：620,587】 

区内の市立保育所が持つ機能を活用し、妊娠期の方及び未就学児親子を

対象とした事業を実施しました。園庭開放、絵本の貸し出しや、区内公私立

保育園による親子向け遊びの紹介、保育士の子育てサロン出張での情報発

信などにより、地域の子育てをサポートしました。 

１ 園庭開放、 

絵本の貸し出しを実施（通年） 

２ 合同育児講座（ほがらか広場）の開催 

（10月、参加親子 92組）、 

ほがらか育児講座の開催 

（５～12月、６か所） 

３ 保育園応援隊の実施（40件） 

 おはなし会、グランドゴルフ、お花の植替え等 

 

学習支援（体づくり） 

初音が丘小キッズクラブ 

地域赤ちゃん教室 

ほがらか広場 
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11 こどもを守ろう！地域

子育てつながり事業 

 

《こども家庭支援課》 

【予算：1,940,000】 

【決算：1,734,383】 

こども虐待防止について広く区民に関心を持ってもらうとともに、子育

て支援に関わる関係機関や地域との連携を強化し、地域の見守りの力を高

めました。また、孤立しやすいひとり親の養育者について、貧困対策や女性

の自立のための支援を行い、安定した生活につなげました。 

 

１ 児童虐待防止啓発活動の実施 

(1) 区民・関係機関・区職員への研修開催（通年） 

(2) 児童虐待防止キャンペーンの実施 

・区民まつりで啓発物品の配布(10月) 

・児童虐待防止推進月間(11月)に 

区庁舎をオレンジリボンで装飾 

２ 要保護児童対策地域協議会実務者会議の開催 

(1) 全体会の開催(６月) 

(2) エリア別会議の開催(９、10、12月) 

３ 女性の離婚等のための相談の実施（年６回、15件） 

 

12 ほどがや歯っぴい

Health 事業 

 

《福祉保健課》 

【予算：1,400,000】 

【決算：1,452,190】 

口腔の健康状態は全身に大きく影響します。歯の生え始めからのむし歯

予防、成人期以降の歯周病予防、そして、オーラルフレイル予防まで、生涯

にわたって口腔内を健康に保っていくために必要な知識や口腔内のお手入

れ方法を啓発しました。 

１ 各種イベントによる啓発 

(1) おやこ健康まつりの開催（６月、 

区役所イベント 13組） 

(2) 歯科医師体験（５組） 

２ 教室・出前教室などによる啓発 

(1) 歯っぴぃいきいき１歳児（月 

１回、165人） 

(2) 歯科医師会と連携したオー 

ラルフレイル予防、歯周病予防 

の啓発（通年） 

３ 医療マンガ大賞と連携した歯科口腔保健の啓発（３月） 

 

13 ほどがや元気づくり事

業 

 

《福祉保健課》 

【予算：4,853,000】 

【決算：3,752,543】 

「働き・子育て世代」（30～50代）を中心とした区民へ健康に関する情報

提供やきっかけづくりをすることで、自分自身で健康の維持・増進をする機

運醸成に取り組みました。 

１ 企業等と連携した健康づくりイベントの実施 

(1) eスポ GOMI（10月、eスポ GOMI実行委員会 

と連携）参加者：37 人 

※７月は新型コロナウイルス感染拡大に伴い 

中止 

(2) ウェアラブルデバイスの貸出（11～3月、 

MedVigilance株式会社と連携）参加者：23人 

(3) ほどがやランニングクリニック 

（３月、神奈川大学と連携）参加者：50人 

 

歯科医師体験 定期健診受診 

促進ちらし 

eスポ GOMI 

 

区民まつりでの啓発 
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２ HODOHOKO（歩行マット）の作成による健康づくり啓発 

（３月、竹中工務店と連携） 

 

 

 

 

 
 
 
【差引の主な理由】 
 新型コロナウイルス感染症の影響により、各種イベントが中止となった 
ため。 

 

14 輝けシニア！２０２５

事業 

 

《高齢・障害支援課》 

【予算：1,658,000】 

【決算：1,333,000】 

高齢者が可能な限り地域で自立した生活が送れるよう、その人の状態に

応じて健康づくり・介護予防及び社会参加等を支援するとともに、本人・家

族及び地域の支え合いや介護、医療、関係機関の連携を進めました。 

１ きらり☆シニア事業 

(1) きらり☆シニア塾の健康増進に関する 

活動評価の実施（５月～10月） 

２ 老人クラブ支援（共催事業） 

(1) ことぶき大学（７月）、 高齢者作品展 

（10～11月）、囲碁・将棋大会（１月） 

の開催 

３ 認知症高齢者等支援 

(1) サポーター養成講座の開催（９月、２月）参加者：466人 

(2) 認知症に関する普及啓発の実施：「図書館での関連図書展示」（９月）、 

「区民まつり出展」（10月） 

４ 地域包括ケアシステムの推進 

(1) 地域ケアプラザ、関係機関向けファシリテーション研修の実施 

（７月） 

 

15 学齢障害児フレンドサ

ポート事業 

 

《こども家庭支援課》 

【予算：355,000】 

【決算：96,350】 

障害児と家族が身近な地域で安心した生活が送れるよう、学齢障害児が

参加できるプログラム企画に対して支援を行い、地域での余暇活動を促進

しました。 

１ 長期休み期間プログラムに対する支援 ２件 

(1) ほっとフレンズ夏「ボッチャでつながろう」 

 （星川地域ケアプラザ主催 ７月：親子５組参加） 

(2) ほっとフレンズ春「ボッチャでつながろう」 

（今井地域ケアプラザ主催 ３月：親子６組参加） 

※ほっとフレンズ…障害児の余暇活動支援事業 

２ 休日プログラムに対する支援 

 新型コロナウイルスの影響により支援対象事業の

実施見込みがなくなったため 

 

 

 

 

ほどがやランニングクリニック HODO HOKO（歩行マット） 

イオン天王町従業員向け 

認知症サポーター養成講座 

ほっとフレンズ 
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Ⅲ つながり・支えあいの推進 【２４，５３５，８７６円】 

５年後に迎える区制 100周年を見据えながら、新型コロナウイルス感染症により制限されていた地域活

動を再始動・活性化します。また、地域での見守り活動の充実、高齢者や障害のある方への支援や多文化

共生の推進等に取り組みます。 

事 業 名 事 業 内 容 

16 区制 100 周年に向けた

地域活動ブースター事

業 

 

《区政推進課・地域振興課》 

【予算：3,400,000】 

【決算：3,461,129】 

「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」の実現に向け、令和９年度に

迎える区制 100 周年を見据えながら、新たな活動の創出や機運醸成を行い

ました。 

１ ほどガヤ会議（２月）参加：53人 

  多様な立場の方が集う場において、「100 周年に向けた取組」をテーマ

としたディスカッションを実施 

２ スポーツを通じた交流 

 (1) 地区対抗綱引き大会（10月） 

参加： 120人 

 (2) かるがもファミリーマラソン大会 

（２月）参加：679人 

３ 区民まつりの拡充（10月） 

４ 区内小学校・中学校と連携によるカウン 

トアップの実施（１～３月） 

５ 保土ケ谷コミュニティオーケストラとほどがや区の歌合唱団の合同コ

ンサートの開催（７月） 

６ SNS を活用したフォトコンテストを開催（12～１月） 

７ 保土ケ谷産野菜を使った地産地消料理コンテストの開催（１月） 

 

17 広聴の区民協働事業 

 

《区政推進課》 

【予算：874,000】 

【決算：624,430】 

「地域のつどい」、「区民のつどい」の開催等や、区民会議の活動を広く区

民にお知らせする「ニュースやまびこ」の発行などを、区民会議と協働して

進めました。 

１ 区民会議の活動支援 

(1) 「地域のつどい」書面アンケート実施 

（５～７月） 

(2) 「区民のつどい」の開催（11月） 

(3) 「ニュースやまびこ」の発行（３月） 

(4) 分科会の活動（通年） 

 

18 多文化共生まちづくり

事業 

 

《区政推進課》 

【予算：845,000】 

【決算：584,620】 

「多文化共生まちづくりプラン」の策定をうけ、外国人と日本人が相互

理解を深め、ともに地域の一員として安心して暮らせる多文化共生のまち

づくりを進めていくとともに、関係機関と連携し保土ケ谷区ならではの交

流事業の充実を図りました。（通年） 

１ 多文共生事業の推進 

 (1) 職員向けやさしい日本語研修の実施（11月） 

 (2) 職員向け多文化共生人権研修の実施（12月） 

 (3) 転入者向けチラシの多言語化の実施 

 

 

区民のつどい 

綱引き大会の様子 
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２ 横浜国立大学留学生との連携 

 (1) 区民向けイベントへのブース出展 

・ほどがや花フェスタ（５月） 

・区民まつり（10月） 

・ほどがや国際フェスタ（11月） 

 (2) 区ホームページへの自国文化紹介記事の 

掲載（４カ国） 

 

19 ICT活用支援事業 

 

《区政推進課》 

【予算：1,585,000】 

【決算： 979,680】 

ICTを活用した新たな地域の活動や交流が展開できるよう、地域ニーズに

応じた研修会やアドバイザーの派遣を行いました。 

また、区内の一部区民利用施設へタブレット端末を配備し、機器をお持ち

でない方もウェブ会議に参加できるよう支援しました。(通年) 

１ 地域におけるデジタル化推進 

(1) 区民を対象にしたスマホ研修会等の 

実施（10月～12月、４講座開催、 

計 41名参加） 

 (2) 自治会町内会等へのアドバイザー 

派遣の実施（９月～２月） 

 

 

20 ほどがや区民まつり 

 

《地域振興課》 

【予算：4,900,000】 

【決算：4,672,712】 

区民や区内各種団体の交流促進及びコミュニティの再生のため、区民が

主体となって企画・運営を行い、区民が参加する「区民まつり」を開催しま

した。 

１ ほどがや区民まつりの開催 

  開催日：令和４年 10月 29日（土） 

  開催場所：県立保土ケ谷公園 

  来場者数：約 56,000人 

 

 

 

 

 

21 自治会町内会支援事

業 
 

《地域振興課》 

【予算：3,603,000】 

【決算：3,149,315】 

地域活動の根幹となる自治会町内会において、住民主体の活動が継続・安

定的に行われるよう、自治会町内会の負担軽減に配慮しつつ支援を行いま

した。 

１ 自治会町内会の負担軽減 

配送ルートによる資料送付（通年） 

２ 自治会町内会感謝会の開催（３月） 

 

 

 

 

 

区民まつり 

スマホ研修会 

ほどがや区民まつり（区民バザール） 

自治会町内会感謝会 
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22 市民活動支援事業 

 

《地域振興課》 

【予算：4,211,000】 

【決算：4,037,400】 

市民活動・生涯学習活動の拠点として、地域で活動する区民や団体間の連

携・協働を図りました。区民の活動発表の場を提供するなど、地域に密着し

たきめ細やかな支援を行いました。（通年） 

１ 市民活動センターの運営（通年） 

２ 市民活動の連携強化 

ほどがや生涯学習フォーラムの開催  

（11月） 参加：100人 

 

 

 

 

23 はぐくみプロジェクト 

 

《地域振興課》 

【予算：2,959,000】 

【決算：1,769,517】 

区民が地域に関心を持つきっかけを作り、地域活動に参加する機会を設

けることで、協働の担い手となる主体性のある人材の発掘・育成を行いまし

た。また、区民利用施設が連携して地域活動を活性化する体制づくりを目指

し、施設職員・区職員のスキルアップと情報共有を図りました。 

１ 区民向けの講座・支援 

(1) 参加者同士の交流を図りながら、協働や

講座の企画・運営方法、より実践的なスキ

ル学ぶ講座の実施（時期：５～９月 回数：

７回 参加：59人） 

(2) 興味関心の高いテーマで、社会参画のす

そ野を広げる講座の実施 

（時期：11月 回数：３回 参加：65人） 

 (3) 区民が主体的に地域課題に取り組み、講座の企画・運営することを支

援（時期：通年 支援団体数：４ 参加：177人） 

２ 施設職員向けの研修・支援 

(1) 施設職員と行政職員の連携強化とスキルアップ、コーディネート力の

向上を目的とした研修の実施（時期：10 月～２月 回数：５回 参加：

44人） 

(2) 区内施設による地域づくりに係る取組及び区内活動団体による地域

活動に係る取組の支援（通年） 

 

24 障害者地域支えあい連

携推進事業 

 

《高齢・障害支援課》 

【予算：1,668,000】 

【決算：1,534,316】 

障害者支援関係機関が課題解決に向けて話し合う保土ケ谷区障害者地域

自立支援協議会の円滑な運営及び活動を支援しました。また、協議会の部会

活動として実施している自主製品販売の販路確保を支援するとともに、精

神部会においては「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の推進に

向け、訪問支援（アウトリーチ）を実施しました。 

１ 障害者の地域生活支援 

(1) 自立支援協議会の活動実績：「全体会」（１回）、

「代表者会議」（３回）、「専門部会」（49回）の開

催 

(2) 障害者の社会参加拡充を目指したハンドメイ 

   ド商品の販売促進支援 

 ・イオン天王町店での出張販売会の開催 

（令和５年１～３月・月１回） 

 ・相鉄線星川駅での出張販売会の開催 

イオン天王町店での 

出張販売の様子 

スマホ教室の様子 

区民向け講座の様子 
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  （令和４年 10月 31日～11月４日） 

２ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

(1) 多職種連携チームによる精神障害者へのアウトリーチの実施 

  ・支援対象件数（10件）・訪問回数（延べ 168回） 

 

25 ほどがや花のおもてな

し事業 

 

《高齢・障害支援課》 

【予算：1,100,000】 

【決算：928,000】 

障害のある方の社会参加の機会を増やすとともに、 

区庁舎の窓口環境の向上を目的に、障害福祉事業所 

と連携してフラワーアレンジメントを作製し、区役 

所内の窓口に展示しました。 

１ 花のおもてなし事業 

(1) 区役所窓口等（13か所）へのフラワーアレンジ 

メントの展示の実施（週１回・計 40回） 

 

26 保土ケ谷ほっとなまち

づくり推進事業 

 

《福祉保健課》 

【予算：1,193,000】 

【決算：866,113】 

第４期保土ケ谷ほっとなまちづくり（地域福祉保健計画）(計画期間：令

和３年度から令和７年度まで）を推進しました。また、庁内で連携するとと

もに、各地域が抱える様々な課題に対し主体的に取組を進められるよう、地

区支援チームが支援を行いました。  

１ 保土ケ谷ほっとなまちづくりの推進 

(1) ほっとなまちづくり推進会議（６月、２月） 

(2) 第４期地区別計画推進の支援（通年） 

(3) リーダー会議（11月※） 

※７月は新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止 

 

 

 

 

 

 

 

27 地域見守り推進事業 

 

《福祉保健課》 

【予算：2,165,000】 

【決算：1,928,644】 

ひとり暮らし高齢者等が地域でつながりを持ち、孤立せずに安心して暮

らすことができるよう、民生委員・児童委員のほか、地域にお住いのあんし

ん訪問員（ボランティア）による見守りを行いました。 

また、民生委員・児童委員の負担軽減を図るため、活動を補佐する協力員

を配置するとともに、活動を地域住民に広く理解していただくための広報・

啓発を行いました。 

１ あんしん訪問事業 

(1) あんしん訪問員活動への支援（通年） 

(2) あんしん訪問事業地区研修会の開催支援 

（通年） 

(3) あんしん訪問事業地区推進委員会連絡会 

の開催（３月 ※書面開催） 

２ 民生委員・児童委員協力員の委嘱、活動支援 

（通年、令和５年３月 31日現在 16地区 49名） 

 

 

 

ほっとなまちづくり推進会議 

横浜市地域福祉保健計画の 

キャラクター  

「ちふくちゃん」 

横浜市民生委員・児童委

員キャラクター 

「よこはまミンジー」 

フラワーアレンジ 

メントの展示 
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Ⅳ 魅力あるまちづくり 【１６，６５９，０９０円】 

自然や歴史などの地域資源を生かした取組や鉄道駅周辺のまちづくり、商店街振興、地産地消の取組等、

活力あるまちづくりを推進し、区の魅力を発信することで、地域への愛着をはぐくみます。 

事 業 名 事 業 内 容 

28 広報推進事業 

 

《区政推進課》  

【予算：2,163,000】 

【決算：1,370,199】 

様々な広報手段を総合的に運用することにより、重層的・多角的な広報活

動を展開しました。 

１ 広報・情報発信 

(1) 転入者セットの作成・配布（通年） 

(2) デジタル媒体（ツイッター・インスタグラム・ 

サイネージ等）による区政情報・区の魅力発信 

（通年） 

(3) SNS 写真投稿企画「フォトガヤキャンペーン」 

の実施（９～10月）応募件数：約 978件 

(4) 保土ケ谷区に関する各種統計情報「保土ケ谷区 

統計便覧」を発行（12～１月） 

 

29 歴史浪漫ほどがや事業 

 

《区政推進課》 

【予算：4,459,000】 

【決算：3,736,419】 

旧東海道の宿場町に代表される保土ケ谷区ならでは 

の歴史的魅力を生かしたまちづくりを、区民や他の 

関係区局と協働で進めました。 

１ 歴史的魅力を生かしたまちづくり 

(1) 小学生とその親を対象としたイベント「なぞ 

 解き！アドベンチャー２」（７月～９月）、 

まちあるきイベント「歴史まちあるき～オープン 

ヘリテイジ」（２月）抽選応募 123名、参加 78名 

(2) 歩きやすい街道づくり（松並木の樹木管理 

及び案内サイン等の維持管理）（通年） 

 

30 星川駅周辺の魅力づく

り事業 

 

《区政推進課》 

【予算：3,280,000】 

【決算：3,000,000】 

令和４年度から利用開始した星川駅高架下空間やその周辺において、地

区の歴史を生かし、魅力向上を図るため、星川駅周辺の総合的なまちづくり

ガイドラインにおける利便性が高く魅力あふれるまちの推進のための取組

を実施しました。また、多文化共生や地域交流を進め、区心部にふさわしい

機能強化を図りました。 

１ 星川駅高架下等を活用したにぎわい創出 

(1) 相鉄グループとの協働契約締結 

（８月） 

(2) 星天フェア 2022プレイホシテン 

の開催（10月、来場者数:6,860名） 

(3) 星川駅周辺等の魅力づくり基本協定に 

基づく活動の事業報告（３月） 

 

SNS広報用ちらし 

オープンヘリテイジ 

ちらし 

 

星天フェア 2022 

プレイホシテン 
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31 保土ケ谷商工業支援事

業 

 

《地域振興課》 

【予算：613,000】 

【決算：684,288】 

地域コミュニティの担い手である商店街の活性化を図るため、区商店街連

合会に加盟する商店が一堂に会して商店街をＰＲする場を提供、また様々

な広報媒体を活用しながら、商店街の活性化を支援しました。さらに、商店

街だけでなく製造業を含む企業の支援も行いました。（通年） 

１ 商店街の活性化支援 

(1) 区商連・横浜 FC連携事業（12月～３月） 

(2) ほどがや商店街元気市事業（５月、10月） 

２ 製造業等企業の支援 

横浜西部工業会パネル展（５月、２～３月） 

 

 

 

 

32 地産地消推進事業 

 

《区政推進課》 

【予算：359,000】 

【決算：327,106】 

農家・地域活動団体・区役所が協力し、 

区民が「農」を身近に感じられる取組を 

通じて、区内の農業振興を図るとともに、 

地産地消の取組を進めました。 

１ 地産地消の推進 

(1) ほどがや朝市の開催（年間 16回）  

(2) 地産地消の PR 

（花フェスタ、区民まつりへの出展） 

 

33 国際文化理解事業 

 

《地域振興課》 

【予算：783,000】 

【決算：322,741】 

国際文化の理解を深めるため文化紹介事業を実施し、ブルガリアをはじ

めとする多文化共生の実現を目指しました。 

１ ブルガリアはじめ多文化区民向けイベント 

(1) ほどがや花フェスタ 2023へのブルガリア民族音楽グループ出演及び

ブルガリアブース出店（5/21） 

(2)  区民ギャラリーでの展示（７月） 

(3) 令和４年度ほどがや区民まつりへのブルガリアブース出店（10/29） 

(4) 区内地区センターにおけるブルガリア料理教室の実施（11月、12月） 

(5) 第 35 回保土ケ谷区民芸能祭へのブルガリア民俗音楽グループ出演

（12/11） 

２ 国際文化理解特別授業 

(1)  区内小学校（３校）におけるブル

ガリアメニューの給食提供及び理

解特別授業実施（２月） 

(2)  区内小学校（２校）における駐日

ブルガリア大使による絵本の読み

聞かせ及び区長との懇談会（2/10） 

 

 

まちなか農家さんの 

ほどがや朝市 

 

令和４年度区商連・横浜 FC連携事業チラシ 

ブルガリア大使館による絵本読み聞かせの様子 
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34 花薫るきれいな街ほど

がや事業 

 

《地域振興課》 

【予算：4,336,000】 

【決算：3,997,169】 

次世代につなげる魅力あるほどがやのまちづくりを目指し、「ほどがや花

憲章」に基づく花の街ほどがやづくりを推進しました。また、「ヨコハマ３

Ｒ夢（スリム）プラン」事業の推進と街の美化事業にも取り組みました。（通

年） 

１ 区庁舎前花壇、星川中央公園 

花壇、花時計の植栽（７月、12月） 

２ ほどがや花フェスタ 2022の 

開催（５月）来場者：約 15,000人 

３ 自治会町内会の地域清掃用 

ごみ袋の配布（通年） 

 

 

 

35 読書活動推進事業 

 

《地域振興課》 

【予算：860,000】 

【決算：769,001】 

区役所・図書館・学校・区民利用施設等が連携し、読書活動の啓発や読書

に親しむ講座などを実施することで、保土ケ谷区民の読書活動を推進しま

した。(通年)  

１ 読書活動の推進 

(1) 読書活動推進講演会 

  （10月）参加 104人 

(2) 読書活動推進講座（通年） 

 

 

 

 

36 保土ケ谷区芸術の街 

 

《地域振興課》 

【予算：2,632,000】 

【決算：2,452,167】 

保土ケ谷区内の文化活動による地域振興を目指して、区民文化祭、区民ギ

ャラリー、区民密着型コンサート及び区の歌普及の各事業を実施しま

した。（通年） 

１ 区内文化活動の振興・支援 

(1) 区民コンサート（７月 31日） 

(2) 区民文化祭（９月～２月） 

(3) 区の歌普及事業（通年） 

(4) 区民ギャラリー（通年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区庁舎前花時計への植栽 

読書活動推進講演会 

ほ ど が や Dance Performance
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Ⅴ 信頼される区役所づくり 【１４，５２２，４０７円】 

区民の皆さまに寄り添ったきめ細かな窓口サービスの充実を図ります。また、安心して快適に施設を利

用することができるよう、感染症対策の徹底や庁舎等の環境改善を進めます。 

事 業 名 事 業 内 容 

37 区総合調整事業 

 

《総務課》 

【予算：1,000,000】 

【決算：1,640,498】 

保土ケ谷区の基本目標である「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」

の実現に向け、予算編成時に想定していなかった緊急的・突発的な課題

に対して、柔軟に対応しました。（通年） 

１ 緊急対応案件 

 (1) 緊急暑さ対策（遮熱フィルム設置・冷風扇他購入） 

 

38「利用しやすい区役所」推

進事業 

 

《総務課》 

【予算：6,200,000】 

【決算：12,584,909】 

区民の皆様が安心して快適に利用できるよう区庁舎・区民利用施設の環 

境を整備・改善し、区民サービスを向上させました。（通年） 

１ 区役所等環境改善 

(1) 窓口環境改善等の実施 

・消防局あと床利用レイアウト検討 

・会議室へのプロジェクター等設置 

・感染症対策のためのトイレ扉自動

化、健診会場の自動水栓化等改修 

(2) 老朽化等に伴う備品更新 

 

【差引の主な理由】 

感染症対策に伴う設備改修や会議室へのプロジェクター設置等による 

環境改善に加え、消防局のあと床利用に関するレイアウト検討を実施 

したことによる増。 

 

39 窓口サービス向上事業 

 

《総務課》 

【予算：702,000】 

【決算：297,000】 

職員の応対マナーや人権感覚の向上を図るとともに、業務改善に取り

組むことで、職員一人ひとりが区民の皆さまへの傾聴の姿勢を持ち、丁

寧かつ迅速な対応を基本としたサービスの提供を行うことのできる、区

民の皆さまから信頼される区役所づくりに取り組みました。  

(1) 改革推進委員会（チーム保土ケ谷づくりプロジェクト）（通年） 

(2) 職員接遇研修の実施：「窓口サービス、傾聴力・伝える力向上研修 

研修」（６月～７月）、「アンガーマネジメント研修」（12月） 

(3) 人権啓発研修の実施（６月～12月） 

(4) 人権啓発講演会の動画配信（１月～３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ≪窓口サービス研修テキスト≫     ≪人権啓発講演会チラシ≫ 

 

地下会議室に設置した 

スクリーン 
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 (3) 統合事務事業費執行実績 

（単位：円） 

統合事務費 【２５，４４１，９２５円】 

事 業 名 事 業 内 容 

統合事務費 

【予算：24,761,000】 

【決算：25,441,925】 

区役所運営に必要な事務経費を一括管理し、厳しい財政状況の中、効

率的・効果的な事務経費の執行に取り組みました。 

統合事業費 【１６，１７６，７５２円】 

事 業 名 事 業 内 容 

１ 広報よこはま発行事業 

 

《区政推進課》 

【予算：7,607,000】 

【決算：6,972,348】 

「広報よこはま ほどがや区版」を毎月発行する

ことにより、市民が必要とする区政・事業等の行政

情報を、分かりやすく正確に広報しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 広聴の相談事業 

 

《区政推進課》 

【予算：696,000】 

【決算：668,863】 

区民の多様な相談事項に応じて、法律相

談等の機会を提供しました。 

 

 

 

 

 

３ 消費生活対策事業 

 

《地域振興課》 

【予算：101,000】 

【決算：99,454】 

地域社会の安全で快適な消費生活を実現するため、街頭キャンペーン

等の消費生活関連啓発活動等により、悪質商法対策や消費生活向上に向

け普及啓発を図りました。（通年） 

１  消費生活対策事業 

(1) 消費生活教室（テーマ別啓発情報を 

教室形式で提供）（１月頃） 

(2) 消費生活関連啓発活動(街頭キャン 

ペーンまたは各種イベント活用)（随時） 

(3) 消費生活関連情報の提供(情報紙の 

掲示、配布)（通年） 

 

 

 

広報よこはま 

ほどがや区版 

弁護士による法律相談 

消費生活教室チラシ 
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４ 緊急時情報システム事業 

 

《総務課》 

【予算：507,000】 

【決算：379,500】 

 

電話を利用した緊急時情報システムにより、即時避難指示対象区域に

居住する区民に対し、避難指示発令時に緊急情報を区から直接発信し、

迅速な避難行動を促しました。 

５ スポーツ推進委員事業 

 

《地域振興課》 

【予算：2,270,000】 

【決算：2,118,911】 

区民の心身の健康育成や体力の向上等を図るため、スポーツイベント

の開催などを通して普及・振興を行いました。また、スポーツ活動を推

進する人材の力量・知識、活動の認知度向上のため、研修及び広報活動

を行いました（通年）。 

スポーツ推進委員全体研修会（救命救急講習）の様子 

 

６ 青少年指導員事業 

 

《地域振興課》 

【予算：5,175,000】 

【決算：4,878,503】 

青少年の健全育成を行うため、区または地域において青少年を対象に

した事業や、青少年の健全育成活動を推進する人材の育成及び研修事業

を実施しました。また、活動を広く周知するための広報誌を作成するこ

とで、担い手の発掘・育成を行いました。 

１ 連絡調整、情報交換のための定例会長会実施（通年） 

２ 紙ヒコーキ大会の開催（７月） 

３ 防犯パトロールの実施（７月） 

４ 子ども科学教室の開催（10月） 

５ ほどがやバンドバトルの開催 

（11月） 

６ 理論研修会の開催（２月） 

７ 青少年指導員だより「ほどがやの 

風」発行（３月） 

 

７ 学校・家庭・地域連携事

業 

 

《こども家庭支援課》 

【予算：960,000】 

【決算：960,000】 

青少年の非行防止や健全育成を推進する

ため、学校・家庭・地域が連携し地域の特性

を生かしながら自主的に実施する事業を支

援しました。 

 

 

 

８ 健康づくり月間事業 

 

《福祉保健課》 

【予算：192,000】 

【決算：99,173】 

保健・衛生に関する正しい知識の普及、健康寿命の延伸に向けた健康

意識の啓発、市民と行政が連携した健康づくり運動の推進、及び地域に

根ざした自発的な健康づくりの促進に取り組みました。また、市民の生

涯にわたる健康づくりに寄与することを目的に、９月から 11 月までを

健康づくり月間と位置づけ、事業を実施しました。 

１ 健康づくり月間イベント 

(1) 区民まつり（５団体ブース出店） 

ほどがやバンドバトルの様子 

岩崎中学校区 

学園通りコンサート 
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(2) お口の健康フェスティバル（108人） 

(3) ほどがや健康塾（動画配信） など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健活動推進員 

による健康啓発 

薬剤師会による 

モバイルファーマシー 
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(4) 区庁舎・区民利用施設管理費執行実績    

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業区分 予算額 決算額 差 引 差引の主な理由 

区庁舎・区民利用施設 

管理費 
565,150,000 559,993,885  5,156,115  

 

区庁舎 127,077,000 126,719,453  357,547 水道使用量減による残 

ほどがや 

市民活動センター 
26,129,000 26,129,000 0  

土木事務所 9,969,000 10,108,244 △139,244 
EV 充電コンセント設置

委託による増 

公会堂 56,034,000 56,034,000 0  

地区センター等 339,251,000 334,100,933 5,150,067 

老人福祉センターの浴室

休止に伴う指定管理料返

還による減 

広場・遊び場 2,388,000 2,352,628 35,372 実績による減 

区庁舎・区民利用施設 

修繕費 
4,302,000 4,549,627 △247,627 実績による増 

合   計 565,150,000 559,993,885 5,156,115  
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《参考１》区局連携促進事業  

 関連局と連携して様々な事業を戦略的に行うための所要額を事業所管局予算として計

上しました。 

（単位：円） 

細目事業名 予算額 決算額 差引 概要 

保土ケ谷駅東

口周辺環境改

善事業 

10,000,000 10,000,000 0 

保土ケ谷駅東口周辺の賑い創出や安全

安心な駅前空間を確保するため、既存公衆

トイレの解体工事を実施しました。 

（事業所管局：資源循環局） 

 
 

 

 

合  計 10,000,000 10,000,000 0  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公衆トイレ解体後 
の現場状況 
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《参考２》 元気な地域づくり推進事業  

 市民局からの予算配付を得て、自治会町内会をはじめとする地域の様々な主体が連携し

て行う課題解決の取組を支援しました。 

  （単位：円） 

細目事業名 予算額 決算額 差引 概要 

“輝け、地域

力！”事業 
1,135,000 845,257 289,743 

地域の課題解決や魅力づくりに取り組む

活動の支援や、地域活動の担い手の発掘・育

成を図りました。 

(1) 地域づくり大学校(２～３月) 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 地域づくり大学校修了生のつどい 

の開催（４月） 

(3) 保土ケ谷区地域運営補助金の交付 

（５月 ２団体） 

 

地域・まちづ

くり活動支援

事業 

180,000 136,405 43,595 

保土ケ谷区の市民活動がより活性化する

ことを目的に市民活動団体の事業実施の支

援を行いました。（通年） 

合  計 1,315,000 981,662 333,338  

 

 

 

 

ほどがや地域づくり大学校
「地域デビュー講座」 

 

事業発表会の様子 
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 議 題 ２－１  
 

 

１ 事業概要（目的） 

「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」の実現を目指し、令和９年度の区制 100 周年に向

けたブースター（後押し）として、地域活動の再始動支援や機運醸成を行います。 

(1)  地域活動の再始動支援 

新型コロナウイルス感染症により制限されていた地域活動の再始動を支援することで、地域

の団体や人のつながりを再構築し、新たな活動につながる様々な取組を行います。 

(2)  区制 100 周年の機運醸成 

保土ケ谷区が区制 100 周年を迎えることを広く周知し、区民と共に機運を盛り上げていきます。 

また、周年事業に幅広く区民の意見を反映させるため、多様な層から意見を集め基本構想案

を策定していきます。 

 

２ これまでの執行状況 

(1)  地域活動の再始動支援 

・地区対抗綱引き大会の参加チーム募集開始（６月） 

・区内でのラジオ体操の普及に向けた体操指導士派遣の募集開始（７月） 

(2)  区制 100 周年の機運醸成 

・花フェスタや区民コンサート等において区制 100 周年に関するアンケート調査を実施（５月～） 

・中学生による「こども未来プロジェクト」オンラインミーティングの実施（６月、７月） 

・SNS を活用したフォトコンテストの写真募集（７月～10 月） 

・「ほどがや地産地消料理コンテスト」のレシピ募集（７月～10 月） 

 

３ 今後の予定 

(1)   地域活動の再始動支援 

・ 第２回地区対抗綱引き大会の開催（１０月（区民まつり内）） 

・ 区民まつりなど各種イベントにおけるラジオ体操の実施（通年） 

(2)  区制 100 周年の機運醸成 

・ 「こども未来プロジェクト」のオンラインミーティングを随時実施（第 3 回 ９月予定）し、取組の

検討 

・ 地産地消料理コンテスト開催（12 月） 

・ フォトコンテスト受賞作品の展示（１月） 

・ 自治会町内会や区内の様々な活動団体等に対するヒアリングの実施（随時） 

 

 

 

 

施 策 分 野 ・ 事 業 名 ５年度予算 

◆つながり・支えあいの推進 
３，０７０ 

千円 区制 100 周年に向けた地域活動ブースター事業（地域振興課ほか）  

地産地消料理コンテスト（R4） 

 

地区対抗綱引き大会（R4 区民まつり） 
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 議 題 ２－２  
 
 

 

１ 事業概要（目的） 

平成10年に地域の皆様とともに制定した「ほどがや花憲章」に基づく「花の街ほどがや」をより一

層推進するとともに、全市を挙げて準備を進めている「GREEN×EXPO 2027」の開催に向けた機運

醸成を進めます。 

 

２ これまでの執行状況 

(1) 花や緑を身近に感じる取組 

・ 区役所窓口での「花のおもてなし事業」（毎週月曜、14 か所） 

・ 区庁舎周辺花壇の植栽拡充（７，８月） 

・ 星川中央公園花壇の花苗植替え（７月） 

・ フラワーメイト（区民ボランティア）と共同の花壇維持管理（随時） 

・ 区内の幼稚園・保育園・小学校・中学校等への花苗配布 

（５月、小学校８校、中学校３校 幼稚園８園 保育園 26 園） 

(2) 意識向上にむけたイベント及び広報啓発活動 

・ ほどがや花フェスタ 2023 の開催（５月、来場者数 17,000 人） 

 

３ 今後の予定 

「ほどがや花の街推進協議会」や「公園愛護会」などの方々と連携を図りながら、保土ケ谷区

が、人にやさしい、自然に優しい、清潔で美しい「花の街ほどがや」となるよう取組を進めます。 

(1) 花や緑を身近に感じる取組 

・ 「花のおもてなし事業」の拡充（随時） 

・ 区内の幼・保・小・中、区民利用施設への花苗配布（11 月） 

・ 区庁舎周辺花壇の植栽拡充（12 月） 

(2) 意識向上にむけたイベント及び広報啓発活動 

・ 課横断 PJ による区民向け「花憲章」の広報啓発（随時） 

・ 清潔できれいな花の街ほどがやポスターコンクール（10 月） 

・ X（旧：ツイッター）で「ほどがや花憲章」にまつわる投稿の募集 

・ 広報よこはま区版における花植え活動実施団体の紹介 

（11 月以降隔月） 

・ 花壇設置用「花憲章」「GREEN×EXPO 2027」周知プレート 

の作成（９月） 

・ 区民向けフラワーアレンジメント教室の実施（11 月） 

 

 

施 策 分 野 ・ 事 業 名 ５年度予算 

◆誰もが健やかに暮らせるまちづくり 
６，７４７ 

千円 花薫るきれいな街ほどがや事業（地域振興課・総務課・高齢障害支援課） 

フラワーメイトによる星川中央公園花壇の植替

 

障害福祉事業所によるフラワーアレンジメント 

（花のおもてなし事業） 

花フェスタ 2023 で設置した花壇 

花苗を配布した保育園からのお礼の手紙 
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 議 題 ２－３  

 

１ 事業概要（目的） 

地域での親子歯みがき教室、オーラルフレイル予防教室や各種イベントなどを通じて、子どもか

ら高齢者まで世代ごとに口腔内を健康に保つセルフケア方法を啓発します。また、歯科医院による

専門的口腔ケアにつなげる、歯科定期健診の受診に向けた取組を実施します。 

 (1) セルフケア意識の向上に向けた普及啓発 

 (2) 乳幼児親子歯科医院受診促進事業【新規】 

 (3) 横浜国立大学と連携した若者世代への啓発【新規】 

(4) 医療マンガ大賞と連携した歯科口腔保健の啓発 

 

２ これまでの執行状況 

(1) セルフケア意識の向上に向けた普及啓発 

・わくわく親子健康フェスタ（旧おやこ健康まつり）の開催 

①星天 qlay で施設内テナントとも連携した啓発イベントを開催 

（6/25 ｸｲｽﾞﾗﾘｰ参加者 189 名） 

②歯科医師体験（7/9 小学生親子 16 組） 

(2) 医療マンガ大賞と連携した歯科口腔保健の啓発 

  ・広報よこはま保土ケ谷区版６月号における周知・啓発 

  ・歯科保健推進キャラクターすみれちゃんを使用した歯みがき 

カレンダーを作成し、保育園・歯科医院等に配布（７月、4,000 部） 

 

３ 今後の予定 

(1) セルフケア意識の向上に向けた普及啓発 

 ・１歳児向け講座「歯っぴぃいきいき１歳児」に、栄養に関する 

内容を盛り込むリニューアル 

(2) 乳幼児親子歯科医院受診促進事業「ぴかぴか！はじめてのはいしゃさん」 

 ・歯科医院を受診したことがない未就学児とその保護者を対象に、歯科医に慣れ、定期歯科健診

を継続的に受診するきっかけとなるよう、ブラッシング等を行うイベントを区内歯科医院で開催 

 ・イベント参加者募集（９月～10 月）、歯科医院への来院・イベント参加（11 月～１月） 

(3) 横浜国立大学と連携した若者世代への啓発 

 ・横浜国立大学常盤祭への出展（11 月、調整中） 

(4) 医療マンガ大賞と連携した歯科口腔保健の啓発 

 ・乳幼児親子向け歯みがき習慣定着に向けた啓発ちらしの作成（～３月） 

施 策 分 野 ・ 事 業 名 ５年度予算 

◆誰もが健やかに暮らせるまちづくり 
２，３４１ 

千円 ほどがや歯科口腔保健推進事業（福祉保健課）  

わくわく親子健康フェスタ in 星天 qlay 

歯みがきカレンダー 

歯みがきカレンダー 

わくわく親子健康フェスタ in 歯科医院 
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 議 題 ３  

 

令和６年度保土ケ谷区予算編成の考え方について 

 

《区の基本目標》 

 

 

 

 

 

令和６年度個性ある区づくり推進費については、『３つの市政方針（財政ビジョン、横浜市中期計画、

行政運営の基本方針）』や『横浜 DX 戦略』を踏まえ、「創造と転換」による事業の新陳代謝を図りな

がら、市の基本戦略「子育てしたいまち 次世代を共に育むまち ヨコハマ」及び、区の基本目標「い

つまでも住み続けたいまち ほどがや」の実現を目指し、予算編成を進めます。 

 

令和９年の「GREEN×EXPO 2027」や区制 100 周年を見据えた事業展開を検討するほか、

『ほどがや花憲章』を生かした花いっぱいの街づくりや、新型コロナウイルス感染症により制限されて

いた地域活動の活性化を支援します。また、10 年ぶりに実施した保土ケ谷区区民意識調査や各種

統計等を通じて子育て世代を含む幅広い年代の課題やニーズを把握し、定量的なデータに基づく

企画立案を行うとともに、全体最適を目指し幅広く議論を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」 

 

《令和６年度予算の重点分野》 

 

Ⅰ 子どもから高齢者まで誰もが健やかに暮らせるまちづくり 

【主な取組分野】子ども・子育て、障害児者、高齢者、健康・スポーツ振興 

 

Ⅱ 暮らしの安全・安心の確保 

【主な取組分野】防災・防犯、交通安全、暮らしの安全・安心、脱炭素化 

 

Ⅲ つながり・支えあいの推進 

【主な取組分野】地域活動支援、地域支えあい、地域の担い手育成、地域福祉保健 

 

Ⅳ 魅力と賑わいのあるまちづくり 

【主な取組分野】魅力づくり・発信、賑わいづくり、地域資源の活用 

 

Ⅴ 信頼される区役所づくり 

【主な取組分野】上記４つの施策分野を支える事業・取組、広報、組織運営 
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